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13歳女子 に認め られた腎細胞癌の1例
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   A case of renal cell carcinoma (RCC) in a teenage patient is reported. A 13-year-old girl visited 
our hospital with the complaint of dyspnea and right abdominal mass. CT scan and chest X-P 
revealed a right renal tumor with multiple lung metastasis. Wilms' tumor was suspected and a 
combination chemotherapy consisting of actinomycin D and vincristin was performed. Since the 
tumor was insensitive to these agents, open biopsy was done. The pathological findings showed clear 
cell renal cell carcinoma. 

   Despite the administration of alpha interferon, 5-FU and cimetidine, the disease was progressive 
and the patient died 5 months after diagnosis. 

   It is important to consider the possibility of renal cell carcinoma in teenage patients with a renal 
mass, since more than 40% of the renal tumors in this age group are renal cell carcinomas. 

                                             (Acta Urol. Jpn.  42: 439-441, 1996) 
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緒 言

小児期 において腎細胞癌 は比較的稀 である.今 回わ

れわれ は13歳 女子 に発生 した腎細 胞癌 を経験 したの

で,こ こに報告す るとともにその加齢 による頻度 の推

移等 につ き,若 干の考察を加 える.

症 例

患者:13歳9カ 月,女 子

主訴:咳 漱

初診 日:平 成7年1月6日

家族歴 既往歴:特 記すべ きことな し

現病歴:平 成6年12月9日,咳 漱 出現 し,12月16日

近 医 を受診

上気道炎 の診断 にて投 薬 治療 うけ るも症状 改善せ

ず,労 作時の呼吸 困難 も出現 した為,平 成7年1月6

日当院小児科受診 となる.

入 院時現 症:身 長153cm,体 重39,9kg.発 育,

発 達 は正常.頭 頸部,胸 部 に理学所見上明 らかな異常

を認 めず.右 上腹部 に10cm大 の腫 瘤 を触知 し,軽

Fig. 1. Chest X-P shows multiple metastases 

       of bilateral lungs.
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度の圧痛を認めた,表 在 リンパ節の腫大 は認めず,

入 院時検査成績:血 液一般検 査;ESR65mm/hr,

CRP4014,血 液 生化 学検 査;LDH1,144U/L,ほ

か異常 を認めず 尿所見;明 らかな異常 を認めず.

画像所見:胸 部X線 写真(Fig.1);両 肺 野全体 に転

移病巣 と思 われる粒 状,結 節状 陰影 を認 めた。腹 部

CTス キャン(Fig.2);右 腎 原発 と思 われる充実性腫

趨 弓 御
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Fig.2. EnhancedGTscandemonstratesright

renaltumor.

撫溝
Fig.3.Renalcellcarcinoma,alveolartype,com-

montype,clearcellsubtype,grade2 .

(H&E,reducedfrom×400)

瘍 を認 め,腫 瘍 は右腎内側か ら前方にかけて腎外へ の

浸潤 を呈 した.以 上 によ り,右 腎腫瘍 による肺転移,

特 にWilms腫 瘍 を疑 い平成7年1月ll日 よ り,Acti-

nomycin-D,Vincristineに よ る化学 療 法 を開 始 し

た.し か し画像上腫瘍は治療 に反応せず,平 成7年1

月20日,確 定診断 目的のため開腹生検術 を施行 した.

病 理 所 見:病 理 学 的 に は,Renalcellcarcinoma,

alveolartype,commontype,clearcellsubtype,

grade2で あ った(Fig.3).上 記 診断 をえて イン ター

フ」一ロンー5-FUの 併 用化学療法施行 する も明 らか に

効果 な く,平 成7年5月27日 呼 吸状態 の悪化のため死

亡 した.

考 察

通常腎細胞癌 は50歳 代,60歳 代 に好発 し,若 年者 に

発症す るのは比較的稀 とされてい るト4)

ま た若年者での腎腫瘍 はそ の大半がWilms腫 瘍 で

あ り,1992年 度 の 日本小児外科学会誌の統計5)に よれ

ば,Wilms腫 瘍92%(46例),CMN4%(2例:

Congenitalmesoblasticnephroma),腎 細 胞 癌4%

(2例)と 報告 され てお り,海 外 にお ける報告 も同様

の傾 向が示 されている.

里 見 ら])に よれ ば腎細 胞癌333例 中,20歳 未 満 に発

症 した もの は認 めてお らず,M.D.Anderson2)で は

890例 中ll例(1.1%)に20歳 未 満 の発症 を認 め てい

る.

Table2,Theincidenceofrenaltumorsinchild-

hood

疾患名Wllms腫 瘍%

年齢(歳)(症 例 数)

腎細胞癌%
(症例数)

O-・-5歳

6～10歳

11～15歳

99.4(522)

89.8(53)

55.6(5)

0.6(3)

10.2(6)

".4(4)

Tablel.Agedistributionofpatientswithrenalcellcarcinoma

M・D・A・d・ …n・ ・難 礁 京大8) 帝 京大9) 北里大

観察期間(年)

年齢(歳)
1957～1976 1965～19821955-19771972～19881971～1994

0～9

10～19

20～29

30～39

40-49

50～59

60～69

70～79

80-89

3(0.3)

7(0.8)

16(L8)

54(6.1)

148(16.6)

294(33.1)

267(30.0)

86(10.0)

12(1.3)

0(0)

0(0)

4(1.2)

9(2.7)

46(13.8)

105(31.6)

103(30.9)

59(17.7)

7(2.1)

0(0)

0(0)

4(3.3)

4(3.3)

18(14.6)

34(27.6)

47(38.2)

16(13.0)

0(0)

0(0)

1(2.0)

1(2.0)

8(16.0)

13(26.0)

15(30.0)

ll(2.2)

1(2.0)

0(0)

1(0.4)

5(1.9)

15(5.9)

41(16.0)

79(30.7)

65(25。3)

44(17.1)

7(2.7)

計 890 333 123 50 257

()内 は%を 表わす
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当科 にお いて も過去24年 間の腎細胞癌 の集計で20歳

未満 の発症 は,今 回の1例 のみであ り(0.4%)の 諸

家の報告 と同様 に稀 と思 われた(Table1).

っ ぎに若年者内での年齢別症例数を1977年 か ら1988

年 に 日本小児科学悪性腫瘍委 員会 に報 告 された計593

例 の,腎 細胞癌 とWilms腫 瘍 とで集計 した6)

そ の結果,Wilms腫 瘍 は6歳 未満の小児 期,特 に

0歳 か ら3歳 までに好発す るが,腎 細胞癌の場合,各

年齢 での発 症頻度 は大 きな差 を認 めず,Wilms腫 瘍

とは明 らかにその分布が異 なる傾向を認めた。これを

O-5歳,6-・10歳,11～15歳 の3つ の各年齢群 に分

けその両腎腫瘍 中 に占め る腎癌 の割合 を求 め る と,

0～5歳 では0.56%,6・-10歳 で は10.2%で あ るが,

11～15歳 に おいては44.4%に も達 し,10歳 代 に入 ると

腎細胞癌の占め る割 合が急激 に増える傾向が認 め られ

た(Table2).

自験 例では当初Wilms腫 瘍 を疑いActinomycin-D

等 の投与を行 ったが,そ の後治療効果がお もわ しくな

いため,開 腹生検 を施行 し腎細胞癌 との診断をえてか

ら,こ れに対す る治療 を開始 した経過 をへている.

前 述の ように,10歳 代 に入 ると両腎腫瘍 に占め る腎

細胞癌の割合 は増加す る傾向にあ り,こ の年齢 におい

てはWilms腫 瘍 のみ ならず,腎 細 胞癌 をも常に念頭

において対応す る必要があ ると思われた.

また これ らの鑑別診断のためには,自 験例 のごとく

必要であれば腎生検 も積極的に施行すべ きであると考

えられた.

結 語

13歳の女子に発生 した腎細胞癌を経験 したので報告

した.

Wilms腫 瘍,腎 細胞癌 の両 腎腫 瘍 中に占め る腎細

胞癌の割合は,11--15歳 において,す で に44.4%に 達

してお り,こ の年齢 において はWilms腫 瘍 と約同頻

度で腎細胞癌 も認め られることを留意する必要が ある

と思われた.
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